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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
書
写
断
片
に
見
る 

高
田
門
徒
の
思
想
的
特
徴

板

敷

真

純

は
じ
め
に 

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』（
以
下
『
醍
醐
本
』）
と
は
、
真
言
宗
醍
醐

寺
に
現
存
し
て
い
る
法
然
の
法
語
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

『
醍
醐
本
』
は
、
義
演
准
后
の
写
本
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
原
本
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。『
醍
醐
本
』
の
書
写
本
の
な
か
で
も
、
高
田
門
徒

が
書
写
し
た
断
片
に
つ
い
て
論
及
を
行
っ
た
の
が
永
井
隆
正
氏
で
あ
る

が
）
1
（

、
先
行
研
究
で
は
、
内
容
の
論
究
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
『
醍
醐
本
』
が
高
田
門
徒
の
中
で
書

写
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
論
で
は
高
田
門
徒
が
書
写
し
た
『
醍
醐

本
』
に
焦
点
を
あ
て
、
書
写
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
精
査
を
行
う
。

『
醍
醐
本
』
の
書
写
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
高
田
門
徒
の
思
想
的

特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

一　

高
田
門
徒
の
『
醍
醐
本
』
書
写
断
片
の
内
容

最
初
に
高
田
顕
智
が
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
に
書
写
し
た
『
聞
書
』

中
の
『
醍
醐
本
』
の
断
片
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
書
写
さ
れ
た

断
片
の
一
部
分
を
挙
げ
た
。

①『
醍
醐
本
』「
一
期
物
語
」
第
十
二
話

一　

或
時
問
人
多
ク
勧
ム二
持
齋
ヲ一
此
ノ
条
如
何
ン
。
答
僧
尼
ノ
食
ノ
作
法
ハ
尤
モ
可
キ二 

然
ル一
也
。
雖
モ二
然
ト一
當
世
ハ
機
已
テ
ニ
衰
ヘ
食
シ
キ
已
テ
ニ
滅
ス
以
テ二
此
ノ
分
際
ヲ一
一
食
せ 

者
ハ
心
偏
ヘ
ニ
思
テ二
食
事
ヲ一
念
佛
ノ
心
不
二
静
一ナ
ラ
。（
省
略）

2
（

）

②『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
十
条

第
十
八
ノ
願
ニ
云
二
十
方
衆
生
ト一
旡
下
漏モ
レ
タ
ル二 

十
方
ニ一
之
衆
生）

3
（

上
。

③『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
十
一
条

入
ル二
浄
土
門
ニ一
之
日
ハ
不
スレ
憑タ
ノ
マ二
智
慧
ヲ一
不
スレ
護
ラ二
戒
行
ヲ一
不
スレ
調
ヘ二
心
器
一オ
モ
、
只 

云イ
フ
ニ無
キ二
甲
斐
一
成
テ二
無
智
ノ
者
一ノ
ニ
憑
テ二
本
願
力
ヲ一
願
フ二
往
生
ヲ一
也
云
）
4
（

々
。

④『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
二
十
三
条

往
生
ハ
仏
ノ
御
力
ラ
ニ
テ
セ
シ
メ
給
フ
物
ヲ
我
カ
心
ニ
ト
カ
ク
せ
ム
ト
思
フ
ハ
自
力

也
。
唯タ
ヽ

下
ヘ
シ須ラ

ク

待マ
ツ

中
付
二タ
ル
稱
名
ニ一
之
来
迎
ヲ上
云
）
5
（

々
。
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⑤『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
二
十
四
条

往
生
要
集
ニ
ハ
指サ
シ

二テ
三
心
五
念
四
修
ヲ一
云
フ二
如
上
ト一
也
。（
省
略）

6
（

）

⑥『
醍
醐
本
』「
十
一
問
答
」
第
四
問
答

若
シ
説
∴カ
ハ
善
人
悪
人
生
ト二
一
所
ニ一
者
ハ
、
悪
業
ノ
者
ノ
ハ
可
レ
起
ス二
等
慢
ノ
心
ヲ一
故
ニ
、

令
テ∴
有
ラ二
品
位
ノ
之
差
別
ヲ一
。
説
ク下
善
人
ハ
進
ミ二
上
品
ニ一
悪
人
ハ
下
ル
ト
下
品
ニ上
也
。（
省

略）
7
（

）
⑦『
醍
醐
本
』「
三
昧
発
得
記
」
序
文

聖
人
御
在
生
ノ
之
時
、
發
二
得
シ
テ
口
稱
三
昧
ヲ一
常
ニ
見
下
フ
二
浄
土
ノ
依
正
ヲ一
、
以
テ二

自
筆
ヲ一
記
二シ
下
フ
之
ヲ一
、
勢
観
坊
傳
フ二
之
ヲ一
。（
省
略）

8
（

）

⑧『
醍
醐
本
』「
十
一
問
答
」
第
十
問
答

何
况
ヤ
阿
彌
陀
佛
ノ
御
力
ラ
、
酬コ
タ
ヘ
テ二 

称
名
ノ
願
ニ一
來
迎カ
フ
シ
下
フ

　
 
事
、
有
ム二
何
ン
ノ
不
審
カ一
。

自
身
ノ

罪
重
ク
、
無
智
ノ

者
ナ
レ
ハ
、
云
何
ニ
シ

不
スレ

可
ラレ

疑
フ∴

遂
二ケ
ム
ト

往 

生
ヲ一
。（
省
略）

9
（

）

⑨『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
六
条

念
仏
申
サ
ム
者
ハ
只
生
付
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
申
ヘ
シ
。
善
人
ハ
乍ナ
カ

二ラ
善
人
一
、
悪
人
ハ
乍
二ハ

ラ
悪
人
一
、
本
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
申
ヘ
シ
。
此
ノ
入
ル二
念
仏
ニ一
之
故
ニ
、
始
テ
持
戒
破
戒

ナ
ニ
ク
レ
ト
イ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
只
本
躰
ア
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
申
ヘ
シ
ト
云
）
10
（

々
。

⑩『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
七
条

一　

悪
ノ
機
ヲ
一
人
置
テ
此
ノ
機
ノ
往
生
シ
ケ
ル
ハ
謂
タ
ル
道
理也
ケ
ル
ト

　

知
ル
程
ニ
習
タ
ル
ヲ
、
浄

土
宗
善ヨ
ク

学
シ
タ
ル
ト
ハ
云
也
。
此
ノ
宗
ハ
悪
人
ヲ
為
二シ
テ
手
本
ト一
善
人
マ
テ
攝
ス
ル
也
。
聖
道

門
ハ
善
人
ヲ
為
二シ
テ
手
本
ト一
悪
人
ヲ
モ
攝
ス
ル
也
云
）
11
（

々
。

二　

高
田
門
徒
の
『
醍
醐
本
』
書
写
断
片
に
見
る
思
想
的
特
徴

以
下
に
高
田
門
徒
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
十
篇
の
内
容
に
つ
い
て

論
究
を
行
う
。

（
１
）
戒
律
に
関
す
る
諸
文

第
一
は
「
戒
律
に
関
す
る
諸
文
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
醍
醐
本
』
中

の
①
、
③
、
⑨
を
指
す
。
①
は
法
然
の
回
答
と
し
て
、
末
法
で
は
僧
侶

の
非
時
食
戒
も
滅
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
、
③
は
浄
土
門
の
特
徴
と
し

て
、
戒
行
を
護
ら
な
く
て
も
往
生
出
来
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
⑨

中
に
も
念
仏
の
教
え
は
持
戒
破
戒
な
ど
あ
れ
こ
れ
い
う
べ
き
で
な
い
と

記
し
て
お
り
、
破
戒
に
つ
い
て
の
内
容
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
高
田
門
徒
を
含
む
初
期
真
宗
の
戒
律
に
対
す
る
理
解
に

つ
い
て
、
筆
者
は
別
稿
で
論
じ
た
）
12
（

。
そ
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

・
顕
智
が
書
写
し
た
『
聞
書
』
に
は
、
五
辛
を
食
べ
た
後
の
処
置
や
肉
食
を
肯

定
的
に
と
ら
え
た
典
籍
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
顕
智
が
書
写
し
た
『
大
名

目
』
に
は
、
小
乗
戒
、
大
乗
戒
、
十
無
尽
戒
な
ど
戒
律
の
種
類
に
つ
い
て
非

常
に
細
か
く
記
し
て
い
る
。

・
麻
布
了
海
も
『
他
力
信
心
聞
書
』
中
に
、
仏
は
持
戒
・
破
戒
、
善
人
・
悪
人

を
嫌
わ
な
い
と
い
う
主
張
や
持
戒
、
持
咒
な
ど
の
行
は
本
願
他
力
の
行
で
は

な
い
た
め
に
真
の
報
土
に
生
ま
れ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
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ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
河
和
田
唯
円
の
『
歎
異
抄
』
で
は
、
戒
律
や
智

慧
が
無
く
て
も
往
生
で
き
る
と
い
う
文
が
確
認
出
来
る
）
13
（

。

こ
の
よ
う
に
「
戒
律
に
関
す
る
諸
文
」
で
は
、
か
つ
て
『
聞
書
』
や

『
大
名
目
』
を
用
い
て
顕
智
の
戒
律
に
対
す
る
理
解
を
論
じ
た
よ
う
に
、

同
様
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
前
回
『
聞
書
』
や
『
大
名
目
』
で

は
は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
『
醍
醐
本
』
の
断
片
の
内

容
に
よ
り
、
顕
智
た
ち
が
戒
律
を
破
っ
て
も
往
生
が
出
来
る
と
考
え
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
顕
智
た
ち
は
、
戒
律
を
守
れ
な
い
身
で

あ
っ
て
も
往
生
出
来
る
と
考
え
て
い
な
が
ら
、
食
事
に
対
し
て
戒
律
を

破
っ
て
し
ま
う
と
い
う
罪
悪
感
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
来
迎
に
つ
い
て
の
諸
文

第
二
は
「
来
迎
に
つ
い
て
の
諸
文
」
で
あ
り
、『
醍
醐
本
』
中
の
④
、

⑧
を
指
す
。
④
は
念
仏
を
す
る
こ
と
で
来
迎
を
待
つ
べ
き
と
す
る
法
然

の
回
答
で
あ
り
、
⑧
は
阿
弥
陀
仏
の
他
力
に
よ
っ
て
来
迎
に
あ
づ
か
る

こ
と
が
出
来
る
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
高
田
門
徒
を
含
む
初
期
真
宗
の
来
迎
の
理
解
に
つ
い

て
、
筆
者
は
別
稿
で
論
じ
た
）
14
（

。
そ
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

・
親
鸞
自
身
が
門
弟
た
ち
に
来
迎
を
否
定
す
る
消
息
を
送
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
門
弟
た
ち
の
中
に
来
迎
を
期
待
し
て
い
た
門
弟
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

・
顕
智
や
専
空
が
書
写
し
た
『
続
選
択
文
義
要
鈔
』
の
断
片
に
も
来
迎
の
内
容

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
唯
円
の
『
歎
異
抄
』
で
は
、
臨
終
正
念
を
否
定
す
る
文

面
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
麻
布
了
海
の
『
還
相
回
向
聞
書
』
で
は
、
一
念
で

信
心
が
定
ま
る
時
正
定
聚
の
位
に
住
し
、
こ
れ
を
「
報
仏
の
来
迎
」
と
主
張

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
初
期
真
宗
の
中
で
は
、
来
迎
を
待
望
し
て
い
た
門
徒
や

来
迎
を
否
定
す
る
門
徒
が
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
顕
智
が
来
迎
を
否

定
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
の
み
で
は
明
確
に
な
ら
な

い
。
た
だ
親
鸞
が
来
迎
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
迎
に
対
し

て
、
顕
智
が
特
に
注
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
善
人
悪
人
の
往
生
に
つ
い
て
の
諸
文

最
後
の
第
三
は
「
善
人
悪
人
の
往
生
に
つ
い
て
の
諸
文
」
で
あ
り
、

『
醍
醐
本
』
の
⑥
、
⑨
、
⑩
を
指
す
。
⑥
で
は
九
品
の
区
別
は
釈
尊
の

方
便
で
あ
り
、
善
人
も
悪
人
も
往
生
す
る
と
記
し
て
い
る
。
⑨
は
念
仏

者
は
生
ま
れ
つ
い
た
ま
ま
念
仏
す
べ
き
と
し
、
善
人
は
善
人
の
ま
ま
、

悪
人
は
悪
人
の
ま
ま
念
仏
す
べ
き
と
記
し
て
い
る
。
⑩
は
浄
土
宗
で
は

悪
人
は
往
生
の
手
本
と
し
て
、
善
人
ま
で
摂
取
す
る
と
し
、
浄
土
の
教

え
は
善
人
悪
人
を
摂
取
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、『
醍
醐
本
』
⑩
に
「
浄
土
宗
で
は
悪
人

を
手
本
と
し
て
善
人
ま
で
摂
取
す
る
」
と
い
う
、
悪
人
往
生
の
記
述
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
教
え
は
明
ら
か
に
唯
円
の
『
歎
異
抄
』
の
悪
人
正
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機
説
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
時
顕
智
た
ち
の
中
で
悪
人
の
往
生
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
顕
智
が
悪
人
正
機
説
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
善
人
と
悪
人
の
区

別
な
く
往
生
出
来
る
と
い
う
教
え
を
支
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
顕
智
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
の
内
容
を
三
種
に
分

け
て
検
討
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
顕
智
だ
け
で
な
く
、
当
時
の

他
の
門
徒
に
も
窺
い
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
期
真
宗
全
体
の
問
題
意

識
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
の
三
種
の
問
題
は
親
鸞
没
後

も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
こ

と
を
示
す
の
が
、
唯
円
の
『
歎
異
抄
』、
了
海
の
『
他
力
信
心
聞
書
』、

『
還
相
回
向
聞
書
』
で
あ
り
、
顕
智
の
『
醍
醐
本
』
の
引
用
も
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
結
果
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
ほ
か
他
の
門
弟
の
悪
人
往
生
の
理
解
な
ど
残
さ
れ
た
問
題
は

多
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1　

永
井
隆
生
「
顕
智
筆
『
見
聞
』
に
見
ら
れ
る
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝

記
』」（『
法
然
上
人
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
三
）。

2　
『
聞
書
』
二
五
四
頁
。

3　
『
聞
書
』
二
五
四
―
二
五
五
頁
。

4　
『
聞
書
』
二
五
五
―
二
五
六
頁
。

5　
『
聞
書
』
二
五
六
頁
。

6　
『
聞
書
』
二
五
七
頁
。

7　
『
聞
書
』
二
五
七
―
二
五
八
頁
。

8　
『
聞
書
』
二
五
八
―
二
五
九
頁
。

9　
『
聞
書
』
二
五
九
頁
。

10　
『
聞
書
』
二
六
〇
―
二
六
一
頁
。

11　
『
聞
書
』
二
六
一
頁
。

12　
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
無
戒
と
念
仏
生
活
―
―
高
田
顕
智
を
中
心
に
―
―
」

（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
四
号
、
二
〇
一
七
、
一
四
五
―
一
四
一

頁
）。「
初
期
真
宗
に
お
け
る
東
国
門
徒
の
戒
律
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
六
六
巻
第
二
号
、
二
〇
一
八
、
一
七
四
―
一
七
五
頁
）。

13　
『
歎
異
鈔
』
真
聖
全
二
、
七
八
三
―
七
八
四
頁
、
七
八
七
頁
。

14　
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
東
国
門
徒
の
臨
終
来
迎
観
」（『
東
洋
大
学
大
学

院
紀
要
』、
五
三
号
、
二
〇
一
六
、
一
六
八
―
一
七
二
頁
）。

〈
一
次
資
料
〉

『
聞
書
』：
真
宗
高
田
派
教
学
院
編
『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
真
宗
高
田
派

宗
務
院
、
二
〇
〇
一

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
『
醍
醐
本
』、
顕
智
、『
聞
書
』、
初
期
真
宗

（
東
洋
大
学
大
学
院
満
期
退
学
）


